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1.  はじめに 

MgB2は金属系超電導体としては最高の転移温度Tcを持ち[1]、異方性が低く、比較的長いコヒーレン

ス長を持つことから、無配向の多結晶体においても10
5
 A/cm

2以上の比較的高い臨界電流密度Jcを持つ 

[2]。また、弱結合がなく試料全体で均一な特性[3]を示すMgB2は、超電導バルク磁石としての応用に実

用上有利であると考えられる。特に、高い磁場均質性が求められるNMR等の計測機器への応用が期待

できる。本研究ではMgB2バルク体の捕捉磁場特性の均一性評価に向け、位置依存性の評価を行った

ので報告する。 

2.  実験方法 

Mgと B の混合粉末を 20-60 mm、厚さ 10 mmの円盤状に成

型し、Ar雰囲気下で 850℃, 3 hの熱処理を行い、MgB2バルク体

を得た。一部のバルク体は、機械的強度を高めるために MgB2

バルク体/金属(SUS)複合体とした。得られたバルク体試料をヘリ

ウム冷凍機で 20 K程度まで冷却し、超電導マグネットを用いて

磁場下冷却（FC）条件により 5-6 T の磁場下で着磁を行った。

バルク体の捕捉磁場特性に関しては、ホールプローブを直交型

ロボットで移動制御をすることで、空間分布の評価を行った。 

3.  結果と考察 

作製した MgB2 バルク体試料は、表面にマクロスケールのク

ラック、ボイド等はみられなかった。直径 30 mm, 厚さ 10 mm

のバルク体試料を着磁後、位置依存性を評価した結果を Fig.1に

示す。周方向は真円に近い同心円状の捕捉磁場分布が得られ、

径方向も断面によらずほぼ一致しており、非常に優れた均一性

であった。 
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Fig.1.  Trapped magnetic field 

distributions for a MgB2 bulk disk 

magnet at 20 K measured at 3 mm 

above the bulk surface. (a) Local 

magnetic field as a function of 

relative positions in different radial 

direction . (b) Contour lines for 

equivalent local magnetic field. 

第 74 回応用物理学会秋季学術講演会　講演予稿集（2013 秋　同志社大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

17a-C8-7

11-059


